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1. 2点 A(3)，B(6)を結ぶ線分 AB について，次
の点の座標を求めよ。
（1）線分 AB を 2 : 1に内分する点 P

内分点 P の座標は　
　 1× 3 + 2× 6

2 + 1
=

15

3
= 5

（2）線分 AB を 2 : 1に外分する点 Q

外分点 Qの座標は　
　 −1× 3 + 2× 6

2− 1
=

9

1
= 9

2. 次の 2点間の距離を求めよ。
（1）2点 A(2,−1)。B(4, 3)間の距離 AB

AB =
√

(4− 2)2 + {3− (−1)}2

=
√
22 + 42 =

√
20 = 2

√
5

（2）原点 Oと点 A(2,−1)の距離 OA

OA =
√

22 + (−1)2 =
√
5

3. 2点 A(−1, 6)，B(4, 1)を結ぶ線分 AB につい
て，次の点の座標を求めよ。
（1）3 : 2に内分する点 P(

2× (−1) + 3× 4

3 + 2
,
2× 6 + 3× 1

3 + 2

)
より　 (2, 3)

（2）5 : 2に外分する点 Q(
−2× (−1) + 5× 4

5− 2
,
−2× 6 + 5× 1

5− 2

)
より　

(
22

3
,−7

3

)

4. 3点 A(x1, y1)，B(x2, y2)，C(x3, y3)を頂点と
する △ABC において，辺 BC の中点を M，
線分 AM を 2 : 1 に内分する点を G とする。
Gの座標を求めよ。
解答
辺 BC の中点M の座標は　
　

(
x2 + x3

2
,
y2 + y3

2
,

)
Gは線分 AM を 2 : 1に内分するから，その座
標は1× x1 + 2× x2 + x3

2
2 + 1

,
1× y1 + 2× y2 + y3

2
2 + 1


すなわち
　

(
x1 + x2 + x3

3
,
y1 + y2 + y3

3

)

5. 次の方程式の表す直線を座標平面上にかけ。
（1）2x+ y − 4 = 0

（2）y − 2 = 0

（3）x+ 3 = 0

O
x

y

y − 2 = 0

x+ 3 = 0 2x+ y − 4 = 0

4

2

2

+

+

+

++−3
+ +



6. 点 (1, 3)を通り，傾きが 2の直線の方程式を求
めよ。
解答
y − 3 = 2(x− 1)　すなわち　 y = 2x+ 1

7. 2 点 (1, 2)，(3,−4) を通る直線の方程式を求
めよ。
解答
　 y − 2 =

−4− 2

3− 2
(x− 1)

すなわち　 y = −3x+ 5

8. 点 A(2, 1)を通り，直線 2x + 3y + 4 = 0に垂
直な直線 ℓの方程式を求めよ。
解答
直線 2x+ 3y + 4 = 0の傾きは
　 −2

3
直線 ℓの傾きをmとすると
　 −2

3
m = −1から　m =

3

2
よって，直線 ℓの方程式は
　 y − 1 =

3

2
(x− 2)

すなわち　 3x− 2y − 4 = 0

9. 直線 2x − y − 1 = 0 を ℓ とする。直線 ℓ に関
して点 A(0, 4)と対称な点 B の座標を求めよ。
解答
点 B の座標を (p,Q)とする。
(1) 　直線 ℓ の傾きは 2 , 直線 AB の傾きは
q − 4

p− 0
である。

AB ⊥ ℓであるから
　 2 · q − 4

p− 0
= −1

すなわち　 p+ 2q − 8 = 0· · · 1⃝

(2)　線分 AB の中点
(
p+ 0

2
,
q + 4

2

)
は直線

ℓ上にあるから
　 2 · p+ 0

2
− q + 4

2
− 1 = 0

すなわち　 2p− q − 6 = 0· · · 2⃝
1⃝， 2⃝を連立させた方程式を解くと
　 p = 4，q = 2

したがって，点 B の座標は　 (4, 2)

10. 原点と直線 3x + 4y − 15 = 0 の距離 d を求
めよ。
　 d =

| − 15|√
32 + 42

=
15√
25

= 3

11. 点 (1,−2)と直線 3x+ 4y + 4 = 0の距離 dを
求めよ。
　 d =

|3 · 1 + 4 · (−2) + 4|√
32 + 42

=
| − 1|√

25
=

1

5

12. 2直線 x+2y− 4 = 0，x− y− 1 = 0の交点 A

と点 (0, 3)を通る直線の方程式を求めなさい。
解答
2直線 x + 2y − 4 = 0，x − y − 1 = 0の交点
Aを通る直線の方程式は
k(x+ 2y − 4) + (x− y − 1) = 0　 · · · 1⃝
と表すことができる。
1⃝に x = 0，y = 3を代入すると
　 2k − 4 = 0

よって　 k = 2

1⃝に代入して整理すると
　 x+ y − 3 = 0

これが，求める直線の方程式である。


